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〇18:33～ 鵜沼 篤（代表）
医学部教育で大規模な学生間のグループワークを促す AIファシリテーター Co-G

〇27:43～ 木村 佐千子
生成AIを用いたドイツ語学習の新たな展開

〇36:36～ 小塩 篤史
創造性拡張エンジン Xai

〇47:21～ 島 青志
生成AIを活用した対話型絵画法（Visual Generative Strategies）

〇57:04～ 須藤 覚斗
教育をする人とその分野で活躍するワーカーをマッチングさせるサービス

〇1:06:24～ 瀬崎 颯斗
Paper 2 Clip－論文をショート動画化し、学際交流を促すプラットフォームの構築－

〇1:19:41～ 丸山 雅貴
人工知能技術の活用による探究と創造の往還を通じた協調学習の支援

＜アイデア部門＞



〇1:35:46～ 長尾 確
生成AIを用いたオンデマンド・インタラクティブアバター講義システム

〇1:46:16～ 岡崎 浩二
次世代型バーチャルキャリアセンター

〇1:56:19～ 川又 尋美
AI技術でウェルネスを実現する 電子瞳孔計「AiLive」

〇2:06:53～ 佐藤 雄太
優秀な「先生の分身（クローン）」で教育の質を劇的に高める「スクールAI」

〇2:17:11～ 塩飽 哲生
AIチューターを活用した学習に対する自己効力感及び自己肯定感の向上に関する
取り組み

〇2:25:54～ 中村 聡志
データサイエンス教育を支える、生成AIを活用した講義支援システム

〇2:35:12～ 早川 世治
ＥＣで稼ぐ術を学び、創意工夫し、発展させ、その中から、生き方を探す。
「１０ｐｘグリッド単位で構築するＥＣ開発プラットフォーム」

＜実装部門＞



森次郎（文部科学省高等教育局 専門教育課 企画官）

9:51～ 文部科学省 ご挨拶



加々美綾乃（CIC Institute）

11:27～ 事務局説明「スキームDについて」





アイディア部門



（代表）鵜沼 篤（市立秋田
総合病院麻酔科医長

18:33～ 医学部教育で大規模な学生間のグループワークを促す
AIファシリテーター Co-G



木村佐千子（獨協大学
外国語学部教授）

27:43～ 生成AIを用いたドイツ語学習の新たな展開



島 青志（ブルーロジック
株式会社代表取締役）

47:21～ 生成AIを活用した対話型絵画法
（Visual Generative Strategies）



（代表）瀬崎颯斗（東京大学
大学院新領域創成科学研究科）

1:06:24 ～ Paper 2 Clip－論文をショート動画化し、学際交流
を促すプラットフォームの構築－



実装部門



長尾 確（株式会社CYPE
Techonology代表取締役）

1:35:46～ 生成AIを用いたオンデマンド・インタラクティブア
バター講義システム



岡崎浩二（株式会社キャリ
アボット代表取締役）

1:46:16～ 次世代型バーチャルキャリアセンター



佐藤雄太（株式会社
みんがく代表取締役）

2:06:53～ 優秀な「先生の分身（クローン）」で教育の質を劇的に高める
「スクールAI」



塩飽哲生（AwakApp Inc.
代表社員）

2:17:11～ AIチューターを活用した学習に対する自己効力感及
び自己肯定感の向上に関する取り組み



2:46:35～ スキームDステアリングコミティ各委員の講評



2:58:41～ 溝上の講評

・生成AI等のDX技術は、生徒・学生たちが情意的
にグループワーク等に参加することを可能にするか

・AI等で機械的に生成されるインタラクションに
よって炎上したときに、学校や組織で誰が責任を
取ったり対応をするのか

・AI等が人と人との間で生じるノイズや葛藤を解決
するようになったとき、人はノイズだらけのリアル
な生活・社会をどのように生きていくのか？



3:06:54～ 閉会挨拶

前田隆司（文部科学省高等教育局
専門教育課 課長補佐）






